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！！を　を可決･承認しました
　 決議文は５ページ掲載～

６
月
定
例
会
は
６
日
に
開
会
し
︑

日
に
閉
会
し
ま
し
た
︒
補
正
予
算
２
件
︑
条
例
１
件
︑
一
般
９
件
︑

25

人
事
３
件
の
計

議
案
を
す
べ
て
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
︒

15

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
の
総
額
は
約
６
億
３
９

０
０
万
円
で
補
正
後
の
予
算
総
額
は
約
９
１
７
億
１
２

０
０
万
円
と
な
り
︑
前
年
度
同
期
に
比
べ
︑
７
・
０
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の

消
防
団
員
確
保
対
策
事
業

４
０
０
万
円

消
防
団
員
確
保
の
た
め
の
団
員
手
帳
交
付
及
び
活
動

服
整
備
に
要
す
る
経
費
で
す
︒

バ
ル
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
整
備
事
業

９
０
２
７
万
円

バ
ル
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
建
築
及
び
展
示
設
計
等

に
要
す
る
経
費
で
す
︒

熱
気
球
世
界
選
手
権
準
備
経
費

２
２
３
６
万
円

平
成

年
度
の
熱
気
球
世
界
選
手
権
の
開
催
に
向
け

28

た
Ｐ
Ｒ
及
び
各
種
準
備
等
に
要
す
る
経
費
で
す
︒

電
気
自
動
車
充
電
設
備
設
置
事
業

２
９
８
７
万
円

電
気
自
動
車
の
普
及
促
進
の
た
め
︑
市
内
４
施
設
に

急
速
充
電
器
を
設
置
す
る
経
費
で
す
︒

学
校
校
舎
等
建
設
事
業

２
億
８
７
５
０
万
円

小
学
校
に
お
け
る
空
調
機
の
設
置
等
に
要
す
る
経
費

で
す
︒︵
設
計
・
工
事
は
循
誘
・
赤
松
・
北
川
副
・
久
保

泉
・
川
上
の
５
校
︑
設
計
は
勧
興
・
巨
勢
・
高
木
瀬
・

鍋
島
の
４
校
︶

カ
ラ
ス
対
策
経
費

２
９
０
万
円

カ
ラ
ス
被
害
軽
減
の
た
め
の
捕
獲
駆
除
に
要
す
る
経

費
で
す
︒

◎
条
例
等
の
主
な
も
の

市
税
条
例
等
の
改
正

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
︑
軽
自
動
車
税
の

税
率
の
見
直
し
や
︑
一
定
年
数
を
経
過
し
た
環
境
負
荷

の
大
き
い
軽
自
動
車
に
対
す
る
税
率
の
上
乗
せ
等
を
行

う
も
の
で
す
︒

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

３
億
１
３
０
９
万
円

小
学
校
と
中
学
校
に
設
置
す
る
た
め
の
電
子
黒
板
を

購
入
す
る
も
の
で
す
︒
こ
れ
に
よ
り
︑
昨
年
度
か
ら
進

め
て
き
た
小
中
学
校
の
全
学
年
に
お
け
る
電
子
黒
板
の

導
入
が
完
了
し
ま
す
︒︵

校
４
６
１
台
︶

51

電子黒板を使った授業風景
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補正予算など15議案
～世界遺産登録に向け決議!!　　

賛否が分かれた議案等の採決結果
賛成：○ 反対：● 退席：退 欠席：欠

賛成多数
で可決

審査結果

株式会社学映システム

契約金額「228,900,000円」を
「230,259,720円」に

議 案 名議案番号

全会一致
で承認

賛成多数
で承認51

全会一致
で承認

専決処分について（平成26年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）） 補正額 ３億8,476万円53

全会一致
で可決

賛成多数
で可決

全会一致
で可決

財産の取得について（電子黒板）48

専決処分について（消防団員の退職報償金支給に関する条例の改正）49

専決処分について（市税条例等の改正）50

専決処分について（国民健康保険税条例の改正）

中の島団地１号線

中の島団地１号線

佐賀県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び規約の変更について44

一

般

市道路線の廃止について45

市道路線の認定について46

新栄小学校屋内運動場改築（建築）工事請負契約の一部変更について47

市税条例等の改正（軽自動車、法人市民税など）43
条
例

平成26年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 補正額 2,054万円52

平成26年度一般会計補正予算（第２号） 補正額 ６億3,900万円42補
正
予
算

議案審議結果一覧

共産…日本共産党 政研…政研会 社民…社会民主党 さ…さが未来
(黒田利人議員は議長のため、通常は採決に加わりません。)

共産 政研

野
中

康
弘

社民 さ

松
永

憲
明

西
岡

義
広

氏 名

山
下

明
子

自 民 市 政 会

中
山

重
俊

公明党

千
綿

正
明

市民爽風会

白
倉

和
子

山
下

伸
二

高
栁

茂
樹

江
原

新
子

中
本

正
一

村
岡

卓

山
田
誠
一
郎

宮
﨑

健

野
中

宣
明

池
田

正
弘

会派等

実
松

尊
信

永
渕

史
孝

川
副
龍
之
介

松
永

幹
哉

中
野

茂
康

川
崎

直
幸

久
米

勝
博

重
田

音
彦

江
頭

弘
美

山
本

義
昭

松
尾

和
男

武
藤

恭
博

平
原

嘉
德

嘉
村

弘
和

福
井

章
司

川
原
田
裕
明

堤

正
之

山
口

弘
展

重
松

徹

○○○○○○○○○○○第42号議案 ○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○第43号議案

○○○○●●○

○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○第51号議案
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○

●
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決

議

﹇
全
会
一
致
で
可
決
﹈

▼
｢
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産

九
州
・
山
口
と
関
連
地

域
﹂
の
世
界
遺
産
登
録
に
関

す
る
決
議
案

意

見

書

﹇
全
会
一
致
で
可
決
﹈

▼
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
案

▼
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対

す
る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
案

﹇
賛
成
多
数
で
可
決
﹈

▼
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築

の
た
め
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

支
援
を
求
め
る
意
見
書
案

﹇
賛
成
少
数
で
否
決
﹈

▼
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認

す
る
解
釈
変
更
を
行
わ
な
い

こ
と
を
求
め
る
意
見
書
案

▼
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
し
︑
福

島
第
一
原
発
事
故
の
速
や
か

な
収
束
を
求
め
る
意
見
書
案

人

事

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て
︑
異
議
な
き
旨
答

申
し
た
︒

▽
酒
見
紀
代
子

氏

▽
嘉
村

律
子

氏

▽
大
坪
美
代
子

氏

佐賀市議会 ９月定例会のお知らせ

９月１日（月）午前10時開会（予定)

※日程等については、定例会開会前の議会運営委員会で協議され、定例会開会日に正式決定されます。決定次第、

市議会のホームページでお知らせいたします。

※市内外のどなたでも傍聴することが出来ます。ぜひおいでください。（６月定例会の傍聴者は47人でした）
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議 案 質 疑

(質疑) 予算の内訳は。

(答弁) 設計委託料8,337万3,000円。展示内容に係

る総合アドバイザーに要する経費、資料収集、バ

ルーンミュージアムとして世界トップクラスである

アルバカーキのバルーンミュージアムとの展示に関

する相互連携強化のための経費として435万円。維

持管理費用として255万1,000円となっている。

(質疑) 全体構想は。

(答弁) ｢夢のあるまち佐賀の象徴」「交流する

ミュージアム」「佐賀が元気になるミュージアム」

「佐賀の新しい文化拠点」。

(質疑) ミュージアムショップを設置するとのこと

だが、その規模と内容は。

(答弁) 規模は設計の中で検討していく。気球を

テーマとしたグッズ、記念品、図書などのほか、佐

賀の物産の販売も検討している。

(質疑) ミュージアム自体の位置づけは。

(答弁) 日本初の熱気球をテーマとしたミュージア

ムであり、日本の熱気球に関する拠点としての機能

を持ったもの。また、バルーンという観光素材をも

とにして、市内外からの集客を図る観光施設として

も位置づけ。

(質疑) 設計委託料の内訳は。

(答弁) 建築設計に係るものが4,841万5,000円、展

示設計に係るものが3,495万6,000円。

(質疑) 計画の変更等を行う余地はあるか。

(答弁) 平成28年度の熱気球世界選手権までに開館

を予定しており、今年度中に建築、展示の設計を完

了し、平成27年度から平成28年度にかけて建築工事、

展示工事を行う予定。スケジュール的にはぎりぎり

の状況であり、現在の計画で進めていく。

(質疑) 実物大のバルーンの展示は可能か。

(答弁) 実物の展示を考えているが、スペース的に

完全に膨らませた状態での展示は難しい。展示の方

法を工夫して、その大きさを感じることができる展

示にしたい。

① 一般会計補正予算中、バルーンミュージアム整備事業

９，０２７万円

(質疑) バルーン関係者との意見交換は。

(答弁) ２度のワークショップを開催。それぞれの

ワークショップへの参加者に対してアンケート調査

も実施。

(質疑) 設計委託業者の決定方法は。

(答弁) 入札による金額の比較だけでなく、提案内

容により事業者を決定するプロポーザル方式によっ

て選定したい。

(質疑) 設計委託に基づく整備はどのように見込ん

でいるか。

(答弁) 整備の内容によって大きく変動するが、一

般的な例を参考にすると、およそ10億円程度になる

と見込まれる。

(質疑) この場所（マルキョウ跡地）がよいと判断

した理由は。

(答弁) 市街地の活性化、公共交通の利便性、観光

客の回遊性という観点から選定。

② 専決処分について(国民健康保険税条例の改正)

(質疑) 改正の内容等について。

(答弁) １点目は後期高齢者支援金分と介護納付金

分の賦課限度額を改正するもの。後期高齢者支援金

分については、これまでの賦課限度額14万円を16万

円に、介護納付金分については賦課限度額12万円を

14万円としている。影響が生じる世帯数は、後期高齢

者支援金分が約1,570世帯、介護納付金分が約1,420

世帯。２点目は国民健康保険税において世帯の所得

に応じて設けられた軽減措置について、軽減対象と

なる所得基準額の引き上げを行い、軽減対象となる

世帯を拡大するもの。軽減には７割、５割、２割の軽

減があるが、このうち５割と２割が改正をされる。

(質疑) 賦課限度額の引き上げにより滞納がふえる

のではないか。

(答弁) 影響する世帯の所得分

布は比較的収入が多い世帯と

なっており、今回の改正により

滞納がふえることに直接つなが

るとは考えていない。
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議 案 質 疑

決議第１号

「明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域」
の世界遺産登録に関する決議

｢明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域」は、造船、製鉄・鉄鋼、石炭産業の重工業分野に

西洋技術を移転する上で、他に類を見ないプロセスを証明する資産群であり、非西洋地域において近代化

の先駆けをなした経済大国日本の原点を訪ね、語り継いでいく上で、極めて重要な遺産群である。

その構成資産の１つである三重津海軍所跡は、近代造船の産業化の揺籃期の段階を示す遺産である。幕

末に藩主鍋島直正を中心として近代化事業に取り組んでいた佐賀藩は、幕府が設置した長崎海軍伝習所に

多くの藩士を派遣し、そこで習得した洋式艦船に関する技術と情報を基に、佐賀藩海軍を創設するため、

安政５年（1858年）に和船の管理地であった三重津に御船手稽古所を設置した。その後、訓練場や藩所有

の洋式艦船のメンテナンスに必要な修船施設を整備し、海軍所としての体裁が整えられた。佐賀藩は、限

られた情報の中で、西洋技術の獲得と実践を進めるにあたり、日本古来の伝統技術を巧みに用い、試行錯

誤を重ねて取り組んだ。その証跡である国内最古の乾船渠を初めとする修船施設の遺構群は、近年の調査

により地下に良好な状態で保存されていることが評価され、平成25年３月27日に国史跡として指定された。

幕末から明治にかけての急速な近代化を物語るこのような遺産群を世界文化遺産に登録する取り組みは、

平成21年１月の「九州・山口の近代化産業遺産群」のユネスコ世界遺産暫定一覧表への追加記載を皮切り

に本格的に進められ、平成26年１月には、日本国政府により、「明治日本の産業革命遺産 九州・山口と

関連地域」として推薦書正式版が国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）世界遺産センターに提出され、

順調に展開されている。

そして、本年度夏から秋には、ユネスコの諮問機関である国際記念物遺跡会議（イコモス）が現地調査

を行うことになっており、来年度の世界遺産委員会の登録審査に向けた取り組みは、最大の山場を迎える

に至っている。

よって、本市議会は、「明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域」の世界遺産登録に向けて、

市民の機運醸成を図りながら、国、佐賀県並びに関係市町村、関係団体等の機関に働きかけを行い、その

目的実現に向かって積極的に取り組むものである。

以上、決議する。

平成26年６月25日

佐 賀 市 議 会

(質疑) 今回（６月議会）で提案した理由は。

③ 市税条例等の改正

(質疑) 法人市民税税割額の税率引き下げの内容と

市への影響額は。

(答弁) 国が地域間の税源の偏在を是正し、格差縮

小を図るためのもので、市の場合、現行の税率の

14.7％を12.1％へ引き下げる。歳入に及ぼす影響は、

平成25年度決算見込みをベースに試算すると、年度

途中から影響の出る平成27年度分で１億5,000万円

程度。年度当初から影響がある平成28年度では、４

億円程度の減収になると見込んでいる。

(質疑) 軽自動車税の税率引き上げの内容と影響額は。

(答弁) 自動車税との不均衡な部分を是正するために

地方税法が改正された。平成27年度から引き上げとな

るが、三輪及び四輪以上については、平成27年４月以

降に新車で新規登録されたものに限り新税率が適用さ

れるため、既存の車両については旧税率のままとなる。

また、平成28年度から適用となるクリーン化を進

める観点からの重課もある。これら全ての影響額は、

平成27年度から施行となる税率引き上げによる税収

の増を平成25年度決算見込みでの課税対象車両数を

ベースに試算すると年間4,000万円程度。

また、平成28年度から施行となる重課税による影響

額を平成26年度当初での課税対象車両をベースに試

算すると、さらに年間6,800万円程度の増となる見込み。

(答弁) 車の種類とか購入時期、保持年数の差等で

税額が変わるなど、非常に複雑な内容であり、でき

るだけ早い時期に周知を図るため。

また、税率の変更に伴うシステム改修も必要とな

り、かなりの時間を要するため。

(質疑) 専決処分ではなく、議会に諮って決めるべ

きではなかったか。

(答弁) 基本的には議会の承認を得て施行するとい

うのが大原則と認識している。国に対し、議会に諮

る時間的な余裕を持って法案を出すようお願いはし

ている。ことしの場合も、年度末の３月31日に公布

されて、４月１日施行ということでやむを得ず専決

処分を行った。
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総

務

一
般
会
計
補
正
予
算
中
︑
消
防
団
員

確
保
対
策
事
業

︹
質
問
〕
こ
れ
ま
で
も
本
市
議
会
に
お
い
て
消
防

団
員
の
処
遇
改
善
を
求
め
て
き
た
︒
活
動
服
の
統

一
は
平
成

年
に
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
ら
れ
︑

18

計
画
的
に
整
備
し
て
い
く
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
︑

そ
の
進
捗
は
ど
う
か
︒

︹
答
弁
〕
活
動
服
は
︑
現
在
約
７
割
が
統
一
さ
れ

て
お
り
︑
県
の
消
防
団
員
確
保
対
策
事
業
補
助
金

を
活
用
し
て
整
備
し
た
い
︒

こ
の
補
助
金
は
３
年
間
を
め
ど
と
さ
れ
て
お
り
︑

現
行
の
補
助
内
容

で
は
用
途
が
限
定

さ
れ
て
い
る
た
め
︑

活
動
服
の
整
備
に

全
額
が
充
て
ら
れ

る
よ
う
県
に
働
き

か
け
て
い
る
︒

市
税
条
例
等
の
改
正

︹
質
問
〕
法
人
市
民
税
の
税
率
の
引
き
下
げ
の
影

響
と
し
て
︑
平
成

年
度
決
算
見
込
み
ベ
ー
ス
で
︑

25

平
成

年
度
は
約
１
億
５
５
０
０
万
円
︑
平
成

27
年
度
は
約
４
億
円
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
︒
こ

28の
減
収
分
は
︑
今
年
度
に
施
行
さ
れ
る
地
方
法
人

税
に
よ
り
補
て
ん
さ
れ
る
の
か
︒

︹
答
弁
〕
地
方
法
人
税
の
地
方
へ
の
分
配
の
積
算

方
法
は
ま
だ
決
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
減
収
分
の

補
て
ん
に
つ
い
て
は
未
確
定
で
あ
る
が
︑
地
方
に

は
減
収
分
以
上
の
配
分
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
︑

制
度
改
正
の
影
響
は
な
い
と
見
込
ん
で
い
る
︒

︹
質
問
〕
軽
自
動
車
税
の
税
率
の
引
き
上
げ
は
︑

自
動
車
の
買
い
替
え
の
判
断
材
料
に
も
な
る
た
め

市
民
に
し
っ
か
り
周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
︒
ま

た
︑
原
動
機
付
自
転
車
は
︑
使
用
さ
れ
て
い
な
く

て
も
登
録
が
残
っ
て
い
れ
ば
税
率
引
き
上
げ
の
対

象
に
な
る
た
め
︑
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
廃
車
手
続
き
等
を
行
う
よ
う
広
報
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
︒

︹
答
弁
〕
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
手
段
を

使
い
︑
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
制

度
の
周
知
を
図
り
た
い
︒
ま
た
︑
使
用
さ
れ
て
い

な
い
車
両
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
は
以
前
よ

り
広
報
を
行
っ
て
い
る
が
︑
今
回
は
税
率
が
上

が
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
︑
速
や
か
に
廃
車
手
続

き
等
を
行
う
よ
う
あ
わ
せ
て
広
報
を
行
っ
て
い
き

た
い
︒

︹
審
査
結
果
〕
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
︑
原
案

を
可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
︒

文

教

福

祉

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
改
正

︹
質
問
〕
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
に
つ

い
て
︑
国
の
決
定
に
合
わ
せ
て
す
ぐ
に
判
断
す
る

の
で
は
な
く
︑
佐
賀
市
独
自
で
引
き
上
げ
を
遅
ら

せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
︒

︹
答
弁
〕
現
在
︑
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
非

常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
︑
賦
課

限
度
額
の
引
き
上
げ
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
判

断
に
至
っ
た
︒

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

中
︑
特
定
健
康
診
査
等
事
業
費

︹
説
明
〕
平
成

年
度
に
実
施
し
た
特
定
健
診
の
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結
果
︑
過
去
に
健
診
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方
の

重
症
化
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
顕
在
化
し
て
い
た
︒

こ
れ
を
受
け
て
︑
受
診
率
の
向
上
を
図
る
た
め
の

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
︑
受
診
履
歴
や
受
診
結

果
︑
問
診
票
の
回
答
な
ど
を
分
析
し
︑
健
康
状
態

や
健
康
意
識
の
度
合
い
と
い
っ
た
健
診
対
象
者
の

特
性
を
複
数
の
タ
イ
プ
に
分
類
し
て
︑
そ
れ
ぞ
れ

の
タ
イ
プ
に
応
じ
た
効
果
的
な
受
診
勧
奨
を
行
っ

て
い
く
︒

︹
質
問
〕
健
診
対
象
者
の
分
析
を
ど
の
よ
う
な
業

者
に
委
託
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
︒

︹
答
弁
〕
こ
の
取
り
組
み
は
八
王
子
市
で
実
施
さ

れ
︑
非
常
に
良
い
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

で
き
れ
ば
同
じ
よ
う
な
専
門
的
知
識
を
持
っ
た
業

者
に
委
託
し
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

︹
質
問
〕
費
用
対
効
果
は
ど
の
程
度
あ
る
と
考
え

て
い
る
の
か
︒

︹
答
弁
〕
国
か
ら
の
補
助
金
を
想
定
し
て
お
り
︑

財
政
的
な
負
担
は
な
い
︒
健
診
対
象
者
の
う
ち
約

１
万
人
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
︑
そ
の
う
ち
１
５
０

０
人
程
度
の
方
に
新
た
に
特
定
健
診
を
受
け
て
い

た
だ
き
︑
重
症
化
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
︑

医
療
費
の
削
減
・
適
正
化
と
い
っ
た
効
果
が
出
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
︒

︹
質
問
〕
八
王
子
市
で
は
︑
ど
れ
く
ら
い
効
果
が

あ
っ
た
の
か
︒

︹
答
弁
〕
八
王
子
市
で
は
︑
健
診
対
象
者
を
４
つ

の
タ
イ
プ
に
分
け
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
に
合
っ

た
受
診
勧
奨
を
行
っ
た
と
こ
ろ
︑
全
て
の
タ
イ
プ

で
受
診
率
が
数
％
ア
ッ
プ
す
る
と
い
っ
た
効
果
が

出
て
い
る
︒

︹
審
査
結
果
〕
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
︑
原
案

を
可
決
ま
た
は
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
定
︒

常
任
委
員
会
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経

済

産

業

一
般
会
計
補
正
予
算
中
︑
バ
ル
ー
ン

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
整
備
事
業

︹
質
問
〕
調
査
設
計
等
委
託
料
約
８
３
０
０
万
円

の
内
容
は
︒

︹
答
弁
〕
内
訳
と
し
て
は
︑
建
築
設
計
委
託
料
が

約
４
８
０
０
万
円
︑
展
示
設
計
委
託
料
が
約
３
５

０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
︒

︹
質
問
〕
展
示
設
計
委
託
料
が
非
常
に
高
額
で
あ

る
と
感
じ
る
が
︑
具
体
的
な
業
務
内
容
は
︒

︹
答
弁
〕
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
常
設
展
示
に
は
︑
基

本
構
想
に
基
づ
き
︑
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

の
設
置
や
映
像
を
使
っ
た
展
示
等
を
考
え
て
い
る
︒

委
託
す
る
業
務
内
容
と
し
て
は
︑
来
館
者
に
対
し

て
バ
ル
ー
ン
を
よ
り
効
果
的
に
周
知
す
る
た
め
︑

展
示
物
の
説
明
パ
ネ
ル
設
置
だ
け
で
な
く
︑
全
体

的
な
展
示
物
の
配
置
や
構
成
の
企
画
提
案
を
含
め

た
形
を
予
定
し
て
い
る
︒

︹
質
問
〕
展
示
設
計
委
託
料
の
積
算
根
拠
は
︒

︹
答
弁
〕
基
本
構
想
を
策
定
し
た
委
託
先
に
︑
基

本
構
想
の
内
容
に
沿
っ
た
展
示
を
行
っ
た
場
合
の

見
積
り
金
額
を
積
算
し
て
も
ら
っ
て
い
る
︒

︹
質
問
〕
展
示
業
務
を
す
べ
て
委
託
す
る
の
で
は

な
く
︑
市
が
積
極
的
に
関
わ
り
︑
地
元
の
バ
ル
ー

ン
関
係
者
の
意
見
を
展
示
方
法
等
に
生
か
す
こ
と

な
ど
で
︑
費
用
を
抑
え
ら
れ
る
の
で
は
︒

︹
答
弁
〕
関
係
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
は
︑
バ
ル
ー
ン
に
関
す
る
知
識
が
豊
富
な

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
す
る
予
定
で
あ
り
︑
あ
わ

せ
て
地
元
佐
賀
の
バ
ル
ー
ン
関
係
者
か
ら
も
意
見

を
聞
い
て
い
き
た
い
︒
ま
た
︑
実
際
の
整
備
の
段

階
で
は
︑
で
き
る
だ
け
費
用
を
抑
え
る
工
夫
は
行

い
た
い
︒

︹
意
見
〕
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
整
備
後
の
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
の
試
算
に
つ
い
て
は
︑
今
後
検
討
す
る
と

の
こ
と
だ
が
︑
建
物
整
備
後
︑
一
番
問
題
と
な
る

の
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
で
あ
る
︒
独
立
採
算
で

運
営
で
き
れ
ば
話
は
別
だ
が
︑
現
実
的
に
入
館
料

で
運
営
費
の
す
べ
て
を
賄
う
こ
と
は
無
理
で
あ
り
︑

市
の
経
費
負
担
も
発
生
す
る
こ
と
か
ら
︑
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
の
試
算
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
︒

︹
審
査
結
果
〕
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
︑
原
案

を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
︒

建

設

環

境

一
般
会
計
補
正
予
算
中
︑
カ
ラ
ス
対

策
に
要
す
る
経
費

︹
質
問
〕
県
に
お
い
て
カ
ラ
ス
の
捕
獲
檻
を
設
置

し
︑
捕
獲
を
行
っ
た
実
績
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
︑
今
回
は
ど
の
く
ら
い
の
期
間
に
わ
た
り
実

証
を
行
う
の
か
︒
ま
た
今
回
の
捕
獲
に
取
り
組
む

理
由
は
何
か
︒

︹
答
弁
〕
県
は

月
か
ら
２
月
ま
で
の
期
間
で
集

12

中
的
に
捕
獲
し
た
が
︑
今
回
は
通
年
を
か
け
て
捕

獲
し
た
い
と
考
え
て
い
る
︒
今
後
︑
中
心
市
街
地

や
住
宅
地
の
カ
ラ
ス
対
策
に
つ
い
て
計
画
を
立
て

る
必
要
が
あ
り
︑
そ
の
判
断
材
料
と
し
て
も
実
証

結
果
を
収
集
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

同
議
案
中
︑
ご
み
処
理
施
設
統
廃
合

関
連
経
費

︹
説
明
〕
清
掃
工
場
周
辺
地
域
の
環
境
整
備
に
お

け
る
問
題
を
解
決
す
る
た
め
︑
周
辺
地
域
か
ら
要

望
さ
れ
て
い
る
統
一
教
会
佐
賀
教
会
の
移
転
に
か

か
る
費
用
を
算
定
す
る
調
査
を
行
う
も
の
で
︑
当

該
建
物
等
の
評
価
を
行
う
調
査
委
託
経
費
で
あ
る
︒

︹
質
問
〕
統
一
教
会
を
旧
焼
却
炉
跡
地
へ
移
転
す

る
た
め
の
費
用
等
は
︑
ま
だ
算
定
し
て
い
な
い
の

か
︒

︹
答
弁
〕
統
一
教
会
の
建
物
が
旧
焼
却
炉
跡
地
へ

移
転
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
資
料
が
現
在
の
と

こ
ろ
な
い
︒
よ
っ
て
今
回
の
調
査
委
託
に
よ
り
︑

こ
の
建
物
が
ど
う
い
う
建
物
で
あ
り
︑
ど
の
よ
う

に
活
用
で
き
る
か
を
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

︹
質
問
〕
統
一
教
会
建
物
の
今
後
の
利
用
目
的
を

早
く
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
︒

︹
答
弁
〕
ど
の
よ
う
な
活
用
策
が
あ
る
か
に
つ
い

て
庁
内
で
検
討
し
て
い
る
が
︑
そ
の
周
辺
に
清
掃

工
場
が
あ
り
︑
健
康
セ
ン
タ
ー
や
運
動
施
設
︑
ま

た
新
た
に
サ
ッ
カ
ー
場
も
設
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
︑
防
災
拠
点
も
活
用
策
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
︒

し
か
し
︑
さ
ら
な
る
活
用
策
を
講
ず
る
た
め
に
も
︑

ま
ず
は
そ
の
建
物
が
ど
う
い
う
活
用
に
適
合
す
る

も
の
な
の
か
︑
そ
し
て
︑
そ
の
費
用
対
効
果
も
含

め
て
︑
早
急
に
検
討
し
て
い
き
た
い
︒

︹
審
査
結
果
〕
す
べ
て
の
議
案
に
つ
い
て
︑
原
案

を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
︒

常
任
委
員
会

佐賀市清掃工場


